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機械器具  21 内臓機能検査用器具 

一般医療機器 心電計ケーブル及びリード 

JMDNコード：35562010

タブ電極用リード線


 

【警告】 

＜適用対象(患者)＞ 

患者に異常がないことを絶えず監視し、異常が発見された場 

合は、ただちに患者が安全であるように、機器の動作を止め 

るなどの適切な措置を講じること。 

＜使用方法＞ 

医師または医師の指示を受けた者以外は、本製品を使用しな 

いこと。 

 

 

【禁忌・禁止】 

１．ＭＲＩで使用しないこと。 

  ［誘導起電力による局部的な発熱で、患者が熱傷を負う恐れがあ

るため。］ 

２．AC電源には差し込まないこと。  

    ［感電する恐れがあるため。］ 

３．清掃にシンナー、トルエンなどの有機溶剤は使用しないこと。 

    ［破損する恐れがあるため。］ 



【形状・構造及び原理等】

本品の電極側接続部は、心電計用電極が取り付けられる形状であり、

ワニ口式の形状である。

本品の心電計への装置側接続端子は、使用する心電計に適した接続端

子形状である。



［仕様］

項 目 仕  様

導通抵抗 ５Ω以下



【使用目的又は効果】

患者の心電図信号を心電計（ＥＣＧ）に伝達する装置をいう。本品は、

あるパターンに従って電極を用いて胸部に取り付ける。



【使用方法等】

１．本品の装置側接続端子に対応する心電計に、装置側接続端子を接

続する。

２．本品の電極側接続部に対応する心電計用電極を装着し、コネクタ

を接続する。



【使用上の注意】

＜重要な基本的注意＞

１．本品を心電計用極や心電計から外す際は、断線する恐れがあるた

め、必ず電極側接続部や装置側接続端子を持って引き抜くこと。

［断線の恐れがあるため。］

２．指定の装置以外への接続は行わないこと。

［重大な事故の原因となることがあるため。］











【保管方法及び有効期間等】

＜保管方法＞

・高温多湿になる場所、化学薬品の保管場所、ガスの発生する場所等

を避けて保管すること。

＜使用期間＞ 

・有効使用年数（自主基準） 

有効期間（耐用期間）：１年 

 但し、これは推奨された環境で使用された場合で、使用状況により

差異が生じることがあります。 



【保守・点検に係る事項】

１．本品使用後は、中性洗剤または％程度のイソプロピルアルコー

ルで清拭すること。

２．清拭後は乾燥していることを確認してから使用すること。



【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

 製造販売業者

  フタミ・エム・イー工業株式会社

  TEL(042)560-5661 FAX(042)560-8934

  

連絡先（販売業者）

株式会社スズケン

〒461-8701 名古屋市東区東片端町8番地 

TEL：052-950-6325 




